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1. 概要

本書は、軽量CORBA(RtORB)対応OpenRTMのACE代替機能（coil）をTOPPERS/ASPへ移植した際の変更内容、実装上の制約・条件を記載した文書である。

1.1. 適用範囲

本書は1.2

 REF _Ref214702022 \h 
動作環境を満たすシステムのみを対象としている。

1.2. 動作環境

ターゲットボード：Armadillo-210, 240

対象OS：TOPPERS/ASP バージョン1.3.2

ミドルウェア：

OpenRTM-aist 0.4.2 TOPPERS/ASP対応版

RtORB TOPPERS/ASP対応版

tinet 1.4

使用言語：C,C++

1.3. 参考ドキュメント

	ID
	文書名
	発行年月
	備考

	1
	ACE Documentation
	2006年9月２８日
	ACEに関するドキュメンテーション。

	2
	TOPPERS新世代カーネル統合仕様書 Release 1.0.0
	2008年11月19日
	TOPPERS新世代カーネル仕様。


1.4. 用語の定義

	ID
	用語・略号
	正式表記
	意味

	1
	ACE
	The ADAPTIVE Communication Environment
	クロスプラットフォーム用のネットワークライブラリ。

	2
	TOPPERS/ASPカーネル
	TOPPERS/ASPカーネル
	TOPPERS新世代カーネルの基 盤（出発点）となるものとして、TOPPERS新世代カーネル統合仕様に 準拠した最初のリアルタイムカーネル。


2. 移植・変更内容一覧

軽量CORBA(RtORB)対応OpenRTM用ACE代替機能（coil）のposix版を元に、TOPPERS/ASPカーネル上で動作するようカーネルAPIラッパ周りをはじめ、以下の修正を行なった。

· TaskクラスのTOPPERS/ASPカーネルAPIへの対応

· MutexクラスのTOPPERS/ASPカーネルAPIへの対応
· ConditionクラスのTOPPERS/ASPカーネルAPIへの対応
· OS.h, Time.hのTOPPERS/ASPへの対応

· UUIDの実装

· 文字列操作用のAPI実装

3. 実装における制約・条件

　軽量CORBA(RtORB)対応OpenRTM用ACE代替機能（coil）のTOPPERS/ASPカーネルへの移植に際し、以下の制約・条件を考慮する必要がある。

3.1. リソースの生成に関する制約

TOPPERS/ASPカーネル1.3.2ではタスクやセマフォの動的生成をサポートしない。したがって、ユーザは予めコンフィグファイルにて必要なリソースを定義して生成したリソース（タスク、セマフォ等）のIDをcoilのTask, Mutex等に渡さなくてはならない。

例として、タスクを使用する場合、プロジェクトのコンフィグファイル(.cfgファイル)にてTOPPERS/ASPカーネルの静的API CRE_TSKを用いて、タスクを定義する。

	CRE_TSK(TASK1, { TA_NULL, 1, task1, MID_PRIORITY, STACK_SIZE, NULL });


ここで生成したタスクID（上の例では、TASK1）をタスクの生成時に引数で渡して、タスクを起動する。

	{

coil::Task1 task1(TASK1);
task1.activate();
}


3.2. タスクの実装に関する制約

TOPPERS/ASPでは、OSから実行されるタスクのエントリ部分のコードはC言語で実装する必要があるため、Task::svc_runを実行するCのラッパ関数をユーザが実装する必要がある。ユーザはCRE_TSKにタスクメインルーチンの先頭番地を設定する。

例．

タスクのメインルーチンの実装：

	void task1(intptr_t exinf)

{
coil::Task tsk;

coil::Task::svc_run((void*)&tsk);

ext_tsk();

}


プロジェクトのコンフィグファイル：

	CRE_TSK(TASK1, { TA_NULL, 1, task1, MID_PRIORITY, STACK_SIZE, NULL });


3.3. ミューテックスの実装に関する制約

TOPPERS/ASPカーネルはミューテックス非対応であるため、ミューテックスの代わりに最大資源数１、初期資源数１のセマフォを使用する。Mutexクラスのユーザはプロジェクトのコンフィグレーションファイルにて、TOPPERS/ASPの静的API CRE_SEMを用いて最大資源数１、初期資源数１のセマフォを定義し、Mutexクラスのインスタンス生成後にinit()を呼び出してセマフォIDを設定する必要がある。

例．

プロジェクトのコンフィグファイル：

	CRE_SEM(SEM_MTX, {0, 1, 1});


ミューテックスの初期化：

	{

coil::Mutex mtx;

mtx.init(SEM_MTX);
}


3.4. コンディションの実装に関する制約

Conditionクラスでは、Linuxのpthread_cond関連APIの代わりに、初期資源数0, 最大資源数1のセマフォを利用して実装している。ユーザはプロジェクトのコンフィグレーションファイルにて、TOPPERS/ASPの静的API CRE_SEMを用いて最大資源数１、初期資源数0のセマフォを定義し、Conditionクラスのインスタンス生成後にinit()を呼び出してセマフォIDを設定する必要がある。

例．

プロジェクトのコンフィグファイル：

	CRE_SEM(SEM_COND, {0, 0, 1});


コンディションの初期化：

	{

coil::Condition cond(mtx);

cond.init(SEM_COND);
}


3.5. システムタイマに関する制約

TOPPERS/ASPカーネルではOSのシステムタイマの最小単位がミリ秒であるため、coil::gettimeofday等でミリ秒より下の位取得できない（全て0となる）。またcoil::usleep()で指定するスリープ時間等もミリ秒より下の位は無視される。

4. 移植内容詳細

4.1. TaskクラスのTOPPERS/ASPカーネルAPIへの対応

  TOPPERS版ではタスクの動的生成が出来ないため、静的に生成したタスクのIDをTaskクラスのインスタンス生成時に受け取れるよう、タスクIDを引数としたコンストラクタおよびメンバ変数(m_tskid)を追加した。

	Task::Task(ID tskid)

    : m_count(0), m_tskid(tskid)

{

}


また、posix版ではLinux APIのpthread_createを使用してスレッドの作成・実行を行なっているため、TOPPERS版ではTOPPERS/ASPカーネルのact_tskを使用するよう修正した。

	void Task::activate()

{

  if (m_count == 0) {
SVC_PERROR(act_tsk(m_tskid));

  }

}


4.2. MutexクラスのTOPPERS/ASPカーネルAPIへの対応

以下のLinux pthread_mutex関数の代わりに、TOPPERS/ASPのセマフォ（最大資源数１、初期資源数１）のAPIを使用する。

· pthread_mutex_init → CRE_SEM(コンフィグレーション時に静的に生成)

· pthread_mutex_destroy　→ 該当なし（何もしない）

· pthread_mutex_lock → wai_sem

· pthread_mutex_trylock → pol_sem
· pthread_mutex_unlock → sig_sem
また、TOPPERS/ASPではセマフォの動的生成が出来ないためセマフォIDを引き渡すためのinit関数を追加した。

	inline void init(ID semid)

{

  m_semid = semid;

}


4.3. ConditionクラスのTOPPERS/ASPカーネルAPIへの対応

以下のLinux pthread_cond関数の代わりに、TOPPERS/ASPのセマフォ（最大資源数１、初期資源数0）のAPIを使用する。

· pthread_cond_init　→ CRE_SEM(コンフィグレーション時に静的に生成)

· pthread_cond_wait　→ wai_sem

· pthread_cond_signal　→ sig_sem
· pthread_cond_broadcast　→　ini_sem
· pthread_cond_timedwait　→　twai_sem
また、TOPPERS/ASPではセマフォの動的生成が出来ないためセマフォIDを引き渡すためのinit関数を追加した。

	inline void init(ID semid)

{

  coil::pthread_cond_init(&m_cond, semid);

}


4.4. Time.h、OS.ｈのTOPPERS/ASPカーネルAPIへの対応

Time.hの各タイマ値取得を、TOPPERS/ASPカーネルのAPI get_timで取得するシステム時間を元に生成するように変更した。

また、OS.hのuname()をTOPPERS/ASPカーネルに合わせて変更。uname ()で取得するutsname構造体データには以下の値を設定。

· sysname　→　OS名称：TOPPERS/ASPカーネル

· nodename → MACアドレス情報

· release → TOPPERS/ASPカーネルのカーネル番号

· version → TOPPERS/ASPカーネル仕様のバージョン

· machine → ターゲット・ハードウェアの名称

4.5. UUIDの実装

システムタイマとクロックとMACアドレスによりUUIDを生成するAPIを実装。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































テーブル取得















































ヘッダ情報取得
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